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第4回地域連携拠点全国合同会議
2025. 2.14

国立大学法人大分大学

東九州メディカルバレー構想事業

優れた医療機器の創出に係る産業振興拠点強化事業

産学官連携による
医療機器産業の集積と地域活性化



立命館アジア
太平洋大学

大分大学

川澄化学工業㈱

九州保健福祉大学

宮崎大学

㈱東郷メディキット

旭化成メディカル㈱

宮崎県

大分県

１ 目的

２ 構想の取組み 4つの拠点づくり

医療機器産業拠点

医療機器研究開発拠点 医療技術人材育成拠点

３ 大分大学における医療機器開発推進事業

大分県から宮崎県に広がる東九州地域において、血液や血管に関す
る医療を中心に、産学官が連携を深め、医療機器産業の一層の集積
と地域活性化および、医療の分野でアジアに貢献する地域を目指す。

アジアに貢献する医療拠点

 医工連携・産学官連携による企業支援事業

 医療・福祉機器開発研究

 高度医療人材育成教育

 海外展開支援 医療機器開発
地域活性化
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東九州メディカルバレー構想 2010年策定

2010年

総合特区第3期3年目



信州大学

東北大学

東京女子医大

大阪大学

神戸大学

鳥取大学

岡山大学

大分大学

北海道大学

大阪歯科大学 国立がん研究センター

京都大学

大阪医療センター

国立循環器病研究センター

名古屋大学

東京医科歯科大学
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AMED事業

全国11臨床拠点 国産医療機器創出促進基盤整備等事業 （平成26年～30年度）

企業研究者の人材育成
 企業研究者の臨床現場への受け入れ体制確立
 企業研究者に対する医療ビジネス教育
 医療ニーズの収集と情報共有

全国14臨床拠点 次世代医療機器連携拠点整備等事業 （令和元年度～5年度）

「地域に密着した医療現場の開放と医療機器開発情報ネットワーク拠点形成」

 前事業の継続と拠点の特色を生かした発展
 全国での連携

 優れた医療機器の創出に係る産業振興拠点強化事業（令和６年度）

「DX推進による医療機器開発プラットフォーム構築と高度医療人材育成」

全国16臨床拠点



③ 医療機器開発情報のDX

医工連携・産学官連携 活動の特色

東九州メディカルバレー構想事業推進
• 大分県、宮崎県、地場企業と協力した産学官連携体制
大分県商工観光労働部新産業振興室、九州ヘルスケア産業推進協議
会(HAMIQ)との強い連携、協力関係

• 関連病院との連携

学 官

産

CENSNET：医療・福祉機器開発情報サイト運営
• ニーズ、シーズ、知的財産、人材などをデーターベース化
• 事業プログラムの一元管理、情報発信拠点
• e-learningシステム、オンデマンド配信よる教育、研修

② 臨床現場と密接したプログラム

• 臨床現場に深く立ち入った実習

• 医療従事者との直接ディスカッション

大分大学医学部附属病院各診療科、部署の高い理解と協力

大分大学
立命館アジア太平洋大学
宮崎大学
九州保健福祉大学

① 地域密着型
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 医療機器「解体しよう」  大分医療機器開発イノベーションプログラム
座談会

 セミナー・シンポジウム・ワークショップ

医療機器ビジネス研修会 医療機器ニーズ探索交流会 個別臨床現場実習

異業種間の情報交換、交流

CENSNET®

ものづくり工房の運営

医工連携・産学官連携 活動の内容

拠点外連携
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 医療機器ニーズ探索交流会 （2012年度～）

 医療ニーズ提示
収集した医療ニーズの全体発表

 臨床現場見学会
Clinical immersion、ニーズ探索

 情報交換会議
Brain storming、ニーズ発掘
療従事者との直接ディスカッション、個別相談会

 セミナー、講演会、スキルスラボ見学など

医療機器ニーズ探索交流会

ニーズ発表会

情報交換会議

個別相談会 臨床現場研修会 スキルスラボセンター研修
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 医療機器ニーズ発表会

単なるニーズ名、内容の提示

• ニーズの真意がわからない
• 言葉が理解できない
• イメージがわかない
• ニーズ・シーズマッチングにつながらない

ニーズのブラッシュアップ
• 臨床背景、現状調査
• 医療機器分類、名称
• 市場性調査
• 特許情報
• 類似品、製品調査

情報を付加して発表

真のニーズ（ニーズの真意）
事業性のあるニーズ を引き出す

医療機器ニーズ探索交流会
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 令和2年度 Web開催
＜テーマ＞ 内視鏡診療 参加者 延べ 119名

 令和3年度 Web開催
＜テーマ＞ 血液浄化 参加者 85社 120名

 令和4年度 ハイブリッド開催
＜テーマ＞ 遠隔診療、在宅医療 参加者 93名、73社

 令和5年度 学外施設でリアル開催 参加者 57名、37社
＜テーマ＞ 低侵襲医療

 令和5年度 10月31日 学外施設でリアル開催 参加者 58名、43社
＜テーマ＞ 医療関連DX

医療機器ニーズ探索交流会

臨床現場研修はビデオ上映

臨床現場研修ビデオ：

ビデオならではの近接像や、通常では見学できない
場面の上映が可能。
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 医療機器「解体しよう」
Reverse Engineering

廃棄処分になった医療機器を分解し
部品や構成、質や精度を学ぶ

ハイブリット開催

 第1回 2021. 8. 25 人工呼吸器

 第2回 2022. 7. 4 電気メス
鶏肉の切開実習も

 第3回 2023. 11.17 シリンジポンプ
輸液ポンプ

 第4回 2025. 3 予定 AED予定

異業種交流・情報交換のためのセミナー等
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 大分医療機器開発イノベーションプログラム 座談会
偶数月第2木曜日に開催、約2時間
医療従事者を含む異業種がざっくばらんに話をする会

 医療従者、製販業からの話題提供
 企業研究者と医師、看護師、技師との座談会 （15～20人）

（話題）
• 人口心肺装置とECMO
• リハビリテーション
• 成功確率
• 感染症
• 血糖と心臓病
• 透析
• 福祉機器
• 大動脈解離
• 遺伝子と発癌
• スタートアップのポイント

異業種交流・情報交換のためのセミナー等

など



11

異業種交流・情報交換のためのセミナー等

医工連携＋芸術＋知的財産

2024年11月30日～2025年1月11日
5回シリーズのワークショップを開催
＜デザイン思考の導入と知財教育＞

医療従事者、企業研究者、デザイナー芸術大学生・
院生が参加

 医看工芸ものづくりワークショップinおおいた2024
大分県立芸術文化短期大学との共催
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CENSNET (Clinical Engineering Needs and Seeds Network) 登録商標

CENSNET

医工連携による医療機器開発事業

投稿 投稿

情報交換

閲覧 閲覧

医療・
福祉現場

ニーズ シーズ

企業・大学

 医療ニーズ、シーズの応募、公開、閲覧、管理、情報発信
 ニーズ評議委員会による知的財産管理

 e-learning 、オンデマンド配信による教育、研修への応用

 関連病院への広報と普及活動

 ブラッシュアップした情報の公開の準備

 特許情報を活用したニーズ・シーズマッチングの効率化の試み

CENSNET：ニーズ・シーズマッチングサイト運営



ニーズ公開例

シーズ公開例

CENSNET：ニーズ・シーズマッチングサイト運営
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登録者数 1,843 名 （+150/Y）95%が県外から

医療従事者 249 名
企業・研究者 1,594 名

公開ニーズ 577 件
公開シーズ 42 件

 e-learning 企業研究者の臨床現場受け入れの前教育
• 「医の倫理」
• 「感染制御」

• 「知的財産」 受講者 通算 756 名

 教育コンテンツ
• 令和2年度医療機器ニーズ探索交流会 臨床現場研修ビデオ2本
• 令和3年度第1回医療機器ニーズ探索交流会臨床現場研修ビデオ
• 「血液浄化療法」 レクチャー
• 令和5年度医療機器ニーズ探索交流会 臨床現場研修ビデオ



ものづくり工房の運営

 デジタル工房

• 3Dプリンター
• 3D CAD
• スキャナー等整備
• ディスカッションスペース

アイディアをすぐにカタチに

手作り工房

• 旋盤、フライス盤、各種工具を整備
• ここに来れば何でも作れる工房
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令和6年度造形数 179 個
CAD使用回数 10回 延10社
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大分大学医学部臨床医工学センター 産学官連携図

大分三愛メディカルセンター
別府リハビリテーションセンター

大分岡病院
アルメイダ病院
大分中村病院
大分東部病院
湯布院病院

別府医療センター
他

メディキット
旭化成メディカル

アステム
JMS
他

神戸大学
岡山大学
鳥取大学
広島大学
北海道大学
京都大学

大阪医療センター
東京女子医科大学

大阪大学
信州大学

他

大分県
宮崎県
福岡県

九州経済産業局
九州ヘルスケア産業推進協議会

日本医工研究所
日本医工ものづくりコモンズ

日本医療機器協会
大分県医療機器協会

大分県医師会

連携・協力
企業への周知、募集

支援・協力

AMED

教育コンテンツの共有
臨床研修プログラムの相互利用
シンポジウムの合同開催、参加

大分大学医学部附属病院
全30診療科

全4中央診療部
全25特殊診療施設

連携・協力

医学部理工学部

経済学部

健康福祉科学部

兼任
連携

ニーズ収集
ネットワーク拠点形成
への参加

助成

臨床医工学センター

大分県立芸術文化
短期大学
宮崎大学

九州保健福祉大学
APU

日本文理大学
長崎大学

他

連携・協定

先進医療科学科

東九州メディカルバレー構想事業

大分大学

団体

企業
地方大学

関連病院

AMED事業
他拠点



医療機器開発連携推進ネットワーク 「和」 （やわらぎ）

（Network for Medical Device Development Collaboration Promotion）

<活動実績>

 拠点間会議 合同Web会議を毎月1回開催

 「和」ポータルサイトの運営
9拠点の情報発信、各拠点のHPと繋ぐリンク集

 「和」9拠点合同シンポジウム、合同出展
 メディカルクリエーションふくしま2022～2024
合同シンポジウム開催と出展

 メドテック ジャパンへの共同出展
令和5年4月17日～19日 東京ビッグサイト

 プログラム、コンテンツの相互利用
CENSNET：共有中
その他；著作権、有料化等の課題を解決すべく協議中
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ポータルサイト
Top Page

三層の拠点外連携
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 AOTS（海外産業人材育成協会）事業 （旧HIDA事業）

「タイ日本式血液浄化療法普及促進事業」 2017-2019
旭化成メディカル、大分県と共同

 専門家派遣および受入れ研修
アフェレーシス療法の専門家派遣、大分大学への受入研修、講義

 セミナー開催
アフェレーシス治療の有効性をタイの医療関係者へ認知

• タイ王国の関連学会の診療ガイドラインにアフェレーシス治療が追加
• タイ王国において本アフェレーシス治療の保険適用申請へ前進

 JICA事業 「タイ、マレーシア、ベトナム、フィリピン、インドネシア、透析技術トレーニ

ングセンター開発計画における水浄化および透析技術普及促進事業 2019～2021
メディキット、大分県と共同

 CDDS（Central Dialysate Delivery System）のアジア諸国への普及活動
 透析用穿刺針（プラスチック留置針）の普及活動

 専門家派遣、現地でのセミナー
 本邦への研修受け入れ

海外展開
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研究開発・試作 検証
製造承認

製品化
臨床使用

医療機器創出のプロセス

企画立案

企業マッチング

医療ビジネス教育
医療現場実習

知的財産管理

外部資金獲得
支援

ニーズ提供

ニーズ発掘

ニーズ・シーズ
マッチング

大分大学

先進医療科学科
研究室
附属病院

九州オープンイノベーション

センター （HAMIQ）

大分県
大分県産業創造機構

大分県産業科学技術センター

九州経産局関連病院

メディキット
旭化成メディカル
サンメディカル

JMS
アステム

PLAN-ET
プログラム

日本医工研究所

情報収集 開発研究

技術指導

部材供給

要素技術

マーケティング

販路開拓

QMS, ISO

大分大学医学部臨床医工学センター 連携

ユーザー評価

M&A

部分売却
PMDA申請

保険収載

ワンストップ伴走支援・スポット支援体制


